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『
椎

葉
平

家
ま

つ
り

2
0

1
1

』
八

百
年

の
時

と代
きを

超
え「

再
会

」

撮
影

：
平

成
2

3
年

1
1

月
1

3
日

・
鶴

富
姫

化
粧

の
水



椎
葉
平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長　

椎
葉 

晃
充

　

11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
「
椎
葉
平
家
ま
つ
り

２
０
１
１
」
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
家
ま
つ
り
は
「
か
て
〜
り
の
里
か

ら
キ
ラ
リ
発
信
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
椎
葉
に
埋
も
れ
て
い
る
文
化
遺

産
を
あ
ら
た
な
視
点
と
方
法
に
よ
り
具

現
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
発
信
し
て

い
こ
う
と
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

山
間
僻
地
で
あ
り
、
道
路
や
駐
車
場

な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

る
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
も「
い
の

ち
か
が
や
く
森
林
文
明
郷
」の
実
現
を
目

指
し
、
椎
葉
の
文
化
の
発
信
と
交
流
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
た
雨
も
11
日
の
鶴
富
姫
法

楽
祭
ま
で
に
は
上
が
り
、
12
日
、
13
日

の
両
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
３
日
間
で

県
内
外
か
ら
２
万
１
千
人
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

源
平
ロ
マ
ン
に
包
ま
れ
た
椎
葉
街
道

で
は
、た
く
さ
ん
の
店
が
軒
を
並
べ
て

い
ま
し
た
。
中
央
ス
テ
ー
ジ
の「
む
ら

お
こ
し
物
産
カ
ー
ニ
バ
ル
」や
開
発
セ
ン

タ
ー
の「
ご
当
地
グ
ル
メ
」も
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
間
を
通
し
、
神
楽
、
臼
太
鼓
踊

り
、
山
法
師
踊
り
、
ひ
え
つ
き
節
、
太

鼓
な
ど
、
椎
葉
に
伝
わ
る
多
く
の
郷
土

芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日（
日
）に
は
、
宮
崎
学
園
高
等

学
校
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
瀬
川
瑛
子
さ
ん
に
よ
る

平
家
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
観

客
席
は
す
ぐ
に
満
席
。
沿
道
は
立
ち
見

の
お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
大
盛

況
で
し
た
。

　
「
大
和
絵
巻
武
者
行
列
」
で
は
、
勇

ま
し
い
武
者
姿
の
源
氏
方
、
華
や
か
な

衣
装
を
ま
と
っ
た
平
家
方
の
姿
に
、
多

く
の
人
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
平
家
ま
つ
り
の
様
子
も
、
か

て
〜
り
ネ
ッ
ト
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
生
中

継
さ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
ま
つ
り
賑
わ
う

『
椎
葉
平
家
ま
つ
り
2011
』

特集
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一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
源
氏
に
敗
れ
た
平
家
の
落
人
た
ち
は
、
山
深
い

椎
葉
の
地
に
逃
げ
延
び
、
つ
つ
ま
し
い
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
平
家
の
一
族
の
こ
と
を
知
っ
た
源
頼
朝
は
那
須
大
八
郎
宗
久
に
落
人
追
討
を

命
じ
ま
す
が
、
大
八
郎
は
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
追
討
を
断
念
。

落
人
た
ち
に
農
耕
の
手
ほ
ど
き
を
し
、
厳
島
神
社
を
勧
請
す
る
な
ど
し
て
共
に
椎
葉

で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
、
大
八
郎
は
平
家
の
末
裔
で
あ
る
鶴
富
姫
と

恋
に
落
ち
ま
す
が
、
鎌
倉
か
ら
帰
還
の
命
が
下
さ
れ
る
の
で
す
。
す
で
に
懐
妊
し
て

い
た
鶴
富
に
「
男
子
が
生
ま
れ
た
ら
我
が
故
郷
下
野
の
国
へ
、
女
子
な
ら
遣
わ
ず
に

及
ば
ず
」
と
言
い
残
し
椎
葉
を
後
に
す
る
の
で
し
た
。
月
満
ち
て
鶴
富
は
女
子
を
出

産
し
、
親
子
共
々
、
椎
葉
の
地
で
穏
や
か
な
日
々
を
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
人
の
悲
恋
の
物
語
を
歌
っ
た
「
ひ
え
つ
き
節
」
は
、
今
も
こ
の
地
で
歌
い

継
が
れ
、
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

歌
い
、
語
り
継
が
れ
る
悲
恋
の
物
語

平家まつり2011の『主役』

那須 大八郎
山
や ま

中
な か

 寿
と し

充
み つ

 さん
（25歳・上椎葉 尾田山中）

観光しいば
河
か わ

口
ぐ ち

 愛
あ い

 さん
（19歳・宮崎市）

鶴富姫
岡
お か

村
む ら

 佳
か

浪
な み

 さん
（21歳・松尾 新下松尾）
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平
家
ま
つ
り
３
日
間
を
写
真
で
振
り
返
り
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

撮
影
：
広
報
担
当
・
甲
斐
写
真
館

11月11日（金）
鶴富姫法楽祭

特集『平家まつり2011』
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11月12日（土）
２日目

特集『平家まつり2011』

大八郎 椎葉 一
かず

見
み

 くん（９歳・向山日添）

鶴富姫 藏座 琴
こと

音
ね

 さん（10歳・向山日当下）

子ども大八郎・鶴富姫

郷土芸能の夕べ
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特集『平家まつり2011』

大八郎 岡村 誠
せい

剛
ご

 くん（９歳・岩屋戸中）

鶴富姫 椎葉 陽
ひ な の

菜 さん（10歳・若宮住宅）

子ども大八郎・鶴富姫
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11月13日（日）
３日目



特集『平家まつり2011』

　平家まつり期間中に撮影した写真を
甲斐写真館で販売しております。ご希
望の方は、お問い合わせください。
※芸能人の写真等は肖像権により販売

できない場合があります。
■問い合わせ先
　甲斐写真館（上椎葉）
　☎０９８２−６７−２０５６
　無料☎７６７−２０５６

■申込先
　〒883-1604
　宮崎県東臼杵郡椎葉村
　大字下福良1747番地20
　椎葉村役場 総務課
　「広報しいば」プレゼント係

ハガキに住所・氏名・年齢を書いてご応募ください。
※１月16日（月）消印有効

「瀬川瑛子」サイン色紙（５名様）

プレゼントコーナー まつりの写真が
購入できます！

【自治功労】
　松岡 政光（71歳・上椎葉 上椎葉中２）
　　元 村議会議員（６期24年）
　右田 重人（71歳・大河内 本郷）
　　元 村議会議員（４期16年）

【産業振興功労】
　椎葉 和男（78歳・小崎 竹ノ枝尾日当）
　　前 村和牛改良組合連合会会長（５期10年）
　　前 郡市和牛改良連絡協議会副会長（８年）
　　前 日向農協和牛改良組合連合会部会長（７年）

村政功労者表彰

農産物品評会
　※出品数140点（５部門）

【根菜の部】優等：ダイコン
　椎葉 ユキ子（大河内 合戦原）

【葉菜の部】優等：ホウレンソウ
　濵砂 タマエ（大河内 大藪）

【花きの部】優等：デルフィニウム
　椎葉 義光（尾向 向山日添）

【特用及び果実】優等：ミニトマト
　山中 澄代（上椎葉 桑ノ木原）

【飼料カボチャの部】優等
　椎葉 誠（松尾 畑鳥ノ巣）

■カボチャ重さ当てクイズ

　※答え：大16.5㎏　小2.7㎏
　※参加者：251人

【正解者】田坂 義明（都城市）

【苗木の部】一等：スギ
　椎葉 好美（大河内 大藪）

【間伐の部】一等：スギ
　那須 安雄（仲塔 仲塔）

【椎茸ホタ木の部】一等
　椎葉 節義（尾向 尾前下）
　椎葉 伊香保（尾向 向山日添）

小学生剣道大会
（11月13日・椎葉小学校）
　※参加申込み：103人
■学年別優勝者

１年 椎葉 航
こう

（攻玉館）
２年 甲斐 ちさと（攻玉館）
３年 大野 凜

りん

太
た

（椎葉少年剣道）
４年 中矢 大

ひろ

登
と

（諸少剣道クラブ）
５年 黒木 歩

あゆ

磨
ま

（攻玉館）
６年 甲斐 滋

じ

玄
げん

（攻玉館）
大八郎賞 甲斐 滋玄（攻玉館）
鶴富姫賞 尾前 萌

も

々
も

花
か

（椎葉少年剣道）
※大八郎・鶴富姫賞は、声や試合

態度で選考し決定されます。

■椎葉の農業クイズ

　※参加者66人　全７問
【全問正解者】椎葉 里香（尾手納）
　　　　　　　椎葉 旭晴（竹ノ枝尾日当）

林業コンクール

椎葉平家まつり2011 関連イベント表彰者（敬称略）
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入賞者発表！
「第10回椎葉の四季フォトコンテスト」にたくさんのご応募い
ただきありがとうございました。厳正な審査の結果入賞された
作品を発表します。

第10回『椎葉の四季』

フォトコンテスト
主　催：椎葉村観光協会
協　賛：富士フイルムイメージング㈱ 福岡営業所
審査員：小川 穰

みのる

 氏（日本写真芸術学会会員）

特  

選
（
賞
金
５
万
円
）

イベ ン ト 部 門

『
山
里
に
舞
う
』牛

島 

健
一
（
熊
本
県
）

山
里
で
演
じ
ら
れ
る
椎
葉
神
楽
を
低
い
カ
メ
ラ
位

置
と
広
い
レ
ン
ズ
で
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
神
楽
で
見
物
の
人
た
ち
の
感
激
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
背
景
の
紅
葉
も
効
果
的
で
す
。

評

奨
励
賞
（
賞
金
２
万
円
）

準特選（賞金３万円）
『
平
安
絵
巻
』
椎
葉 

国
忠
（
熊
本
県
）

平
家
ま
つ
り
の
雰
囲
気
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。
鶴
富

姫
の
笑
顔
が
素
敵
で
す
。
こ
の
写
真
を
見
る
と
お
祭

り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
望
遠
レ
ン
ズ
で
、
逆

光
線
を
活
か
し
背
景
の
入
れ
方
も
素
晴
ら
し
い
。

評

草場 義昭（福岡県）

大社 正照（鹿児島県） 浦津 辰男（熊本県）

入  選（賞金５千円）

見崎 賢一（熊本県） 新堀 栄次（熊本県）

木村 啓　（神奈川県） 椎葉 国忠（熊本県）

井上 豊美（長崎県） ※敬称略
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第10回　椎葉の四季フォトコンテスト

四　 季　 部　 門

特  

選
（
賞
金
５
万
円
）

『
霧
氷
彩
』　
松
村 

洋
一
（
熊
本
県
）

初
冬
の
扇
山
は
霧
氷
と
紅
葉
で
美
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。
霧
、
霧
氷
、

紅
葉
と
早
朝
の
光
を
素
晴
ら
し
い
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
と
ら
え
て

い
ま
す
。
早
朝
の
光
は
赤
味
が
入
り
、印
象
強
い
写
真
と
な
り
ま
し
た
。

評

奨励賞（賞金２万円）準特選（賞金３万円）

『春の絶景』北村 達之（佐賀県）

春の光を眩しく感じさせる写真です。杉並木に展開
する満開の桜が美しい風景を展開しています。広く

写されているので、向山のスケールが出ています。

評

林田 豊（熊本県） 磯崎 房美（熊本県）

椎葉 吉人（椎葉村）

入  選（賞金５千円）

草場 義昭（福岡県） 松村 洋一（熊本県）

新堀 栄次（熊本県） 北村 達之（佐賀県）

見崎 賢一（熊本県） ※敬称略
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町
村
会
だ
よ
り

村のできごと

椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

１
日　

入
札
、
新
規
採
用
職
員
２
次
試
験

２
日　

被
災
地
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
感
謝
状
贈
呈
式（
宮
崎
市
）

４
日　

庁
議
、
新
庁
舎
上
棟
式

　
　
　

第
８
回
臨
時
議
会

５
日　

日
向
市
施
行
60
周
年
式
典

７
日　

九
州
地
区
町
村
会
長
会
（
佐
賀
県
）

８
日　

県
町
村
会
理
事
会
（
五
ヶ
瀬
町
）

９
日　

負
担
金
審
議
委
員
会
（
宮
崎
市
）

11
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
（
〜
13
日
）

14
日　

全
国
過
疎
自
立
連
盟
理
事
会
・
総
会
（
東
京
都
）

　
　
　

過
疎
対
策
予
算
・
施
策
要
望
活
動

18
日　

退
職
町
村
長
会
（
宮
崎
市
）

20
日　

国
政
報
告
会
（
宮
崎
市
）

21
日　

統
計
協
会
功
績
者
表
彰
式
（
宮
崎
市
）

　
　
　

北
部
広
域
行
政
事
務
組
合
要
望
活
動

22
日　

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
議
会
（
日
向
市
）

　
　
　

暴
力
団
排
除
条
例
に
伴
う
協
定
締
結
式

24
日　

12
月
補
正
予
算
査
定
（
〜
25
日
）

25
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
第
９
回
臨
時
議
会

29
日　

土
砂
災
害
か
ら
人
命
と
地
域
を
守
る
砂
防
会
議（
東
京
都
）

　
　
　

安
全
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会

　
　
　

全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
・
理
事
会

　
　
　

国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

30
日　

町
村
長
研
修
・
全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

　11月８日に五ヶ瀬町役場におい
て、第４回理事会を開催しました。
理事会では、協議事項として平成
24年度宮崎県町村会負担金をはじ
め３件の事項について協議し、い
ずれも原案のとおり決定しました。
　また、11月２日に開催した宮崎
県市町村負担金審議委員会で協議
された「平成24年度の各種団体負
担金」など６件の事項について報
告を行いました。

　

椎
葉
村
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
（
会
長　

那
須
邦
子
）
の
主
催
で
、「
椎
葉
村
女
性
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」

と
題
し
菊
陽
病
院
の
尾
上
毅
先
生
の
講
演
及

び
各
地
区
婦
人
会
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女性のつどい 那
須 

光
登
さ
ん 

　
　

旭
日
双
光
章
を
受
賞

　11月22日、川ノ口において諸塚村と合同開催の第２
回農機具講習会が開催され、22人が受講しました。

　今年、88歳になられた那須光登さんが
高齢者叙勲として「旭日双光章」を受章
され、11月１日、村長室において村長よ
り伝達が行われました。
　昭和54年５月から平成11年４月までの５
期20年にわたり、村議会議員として村議会
並びに村行政の発展に寄与されました。
　誠におめでとうございます。

　

東
臼
杵
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
研
究
大
会
が
本

村
大
会
と
合
同
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
が
村
内

外
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。「
弁
当
の
日
で
何
が
育

つ
か
」
と
題
し
た
、竹
下
和
男
先
生
の
講
演
で
は
、

子
育
て
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。（
11
月
20
日
・
開
発
セ
ン
タ
ー
）

郡・村PTA連絡協議会
合同研究大会

（10月30日・開発センター）

簡単★女性のための
農機具講習会

第２回「耕耘機を使ってみよう！」
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カメラ さんぽ

上松尾地区から「かて〜り精神」発信!
　

上
松
尾
地
区
で
は
今
年
か
ら
地

区
民
全
員
で
ソ
バ
の
栽
培
を
行
い
、

11
月
19
日
に
収
穫
祭
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
か
て
〜
り
」で
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

▲あいにくの雨で室内となりましたが、大盛り上がりでした。
撮影：尾八重地区モニター 椎葉留美さん

尾八重地区運動会（11月3日・尾八重体育館）
　

村
青
年
団
主
催
の
持
久
走
大
会
が
開
催
。

約
90
人
が
参
加
し
、
爽
や
か
な
秋
空
の
下
、

気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

とびがち大会 （11月20日・上椎葉）

新庁舎上棟式 （11月４日）
　

来
年
完
成
の
新
庁
舎
。
棟
が
上
が
り
庁
舎
の
全
体
像
が
見
え
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
餅
や
お
菓
子
が
撒
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

椎葉 ヨシエ さん
101歳の誕生日！

　11月17日、20日に101歳の誕生日を迎えられた
向山日当下にお住まいの椎葉ヨシエさんに、村長より
記念品が贈られました。
　いつまでもお元気でいてくださいね。



健 康 だ よ り №169
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０

今だからこそ考える『飲酒』
　お酒は適量ならば血行を良くし、ストレスを解消して心身の疲労回復に役立ちます。しかし一方で、飲み過
ぎると身体的・精神的に悪影響を及ぼすことがあります。お酒を飲む機会の多い冬場だからこそ、これまでの
飲酒を見つめ直し、これからの飲酒について考えてみましょう。

　節度ある適度な飲酒とは、「１日平均純アルコールで約20グラム」の飲酒と言われています。これは
アルコールの種類によって以下のようになります。

アルコールの種類 節度ある適度な飲酒量（１日あたり）
ビ ー ル 中びん１本（500㎖）まで
焼 　 酎 ０.５合（90㎖）まで
日 本 酒 １合（180㎖）まで
ワ イ ン グラス２杯（240㎖）まで

　いかがですか？普段の晩酌で飲んでいる量と比較してどうでしょうか？たまにある飲み会の時はこの
量を超えてしまうにしても、普段の晩酌ではこの量を超えないようにしましょう。

まずはアルコールの適量を知ろう！

ビールを中びん１本飲ん
だ後に、焼酎を0.5合飲
むというのは、適量では
ありません。それぞれで
お考えください。

　適量であっても、毎日の飲酒は肝臓に負担をかけてしまいます。節度ある適度な飲酒量とともに、ぜひ
とも実行していただきたいのは休肝日の設定です。１週間に２日（できれば連続２日）は必ず休肝日を設けま
しょう。飲み会が続いて飲み過ぎだなと感じた時は、１週間は飲まない「休肝週間」を設けてもいいですね。

休肝日を設けましょう！

健診等で以下のようなことを言われた人は、ぜひ飲酒を控え、節酒を心がけましょう。
　・肥満　　・血圧が高い　　・中性脂肪やコレステロール値に異常がある
　・血糖値が高い　　・肝機能に異常がある　　・尿酸値が高い
　・心臓に異常がある　　・消化管に異常がある　　　など
また、医師から持病の関係で『禁酒』を言われている人は、必ず守りましょう。

こんな人はぜひ飲酒を控えましょう！

　下記の質問に答えてください。あなたはいくつあてはまりますか？

　① 自分の飲酒量を減らさないといけないと感じたことがある
　② 周囲の人に自分の飲酒を批判されたことがある
　③ 自分の飲酒について後ろめたい気持ちや罪悪感を持ったことがある
　④ 朝酒や迎え酒を飲んだことがある

　上記のうち、２つ以上あてはまる場合は、アルコール依存度が高い状態と
言えます。今一度、自分の飲酒習慣について考えてみましょう。

最後に自分のアルコール依存度をチェック！
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税の納期（12月分）
　納期限内に納めましょう。

【固定資産税】（３期）
【国民健康保険税】（７期）
■納　期　限　12月28日（水）
■口座振替日　12月26日（月）
　税金の納め忘れはありませんか。
納期限を過ぎますと、督促状の発行
や滞納整理の事務などで、必要以上
の経費（税金）がかかります。税金は
期限内に納めましょう。

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
　相談は無料、相談内容などの秘密
は堅く守られます。
■期日　12月13日・1月10日
　　　　毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00
■場所
　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７６７−００２１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　12月19日・1月16日
　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター
■時間　10:00 〜 15:00

いと考えておりますので、最寄りの支
部又は本部へお問い合わせ、ご相談
くださいますようお願いいたします。
■問い合わせ先

独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部

　☎０３−５４００−５４４３
・詳しくはホームページでもご案

内しております。
http://www.rintaikyo.taisyokukin.
go.jp

「悠々パス」
購入費の半額補助!

　日向圏域定住自立推進協議会で
は、宮崎交通の発行する「悠々パス」

（高齢者用定期券）について、椎葉
村に住民票がある70歳以上の方に半
額補助を行います。
　「悠々パス」購入前に、役場で申
請をすると補助券を受け取ることが
できます。その後、宮崎交通バスに
補助券を持参すると「悠々パス」を
半額で購入することができます。
■悠々パスの種類
　・３か月券　　9,000円 → 4,500円
　・６か月券　15,000円 → 7,500円
■悠々パスで割安な運賃で乗車

　　通常料金 　→ 悠々パス利用時
　　〜830円　　　→ 　　100円
840円〜1,630円 → 　　300円
　　1,640円〜　　→ 　　500円
松尾から上椎葉までは100円
椎葉から日向までは500円になり
ます。

■問い合わせ先
　役場 総務課 財務グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７６７−００２１

新庁舎建設進行中!!
　今月から外壁工事に取りかかりま
す。資材搬入、工事車両が多くなり
ますので、車の通行にはご注意くだ
さいますようご協力お願いいたしま
す。
　また、工事の進捗状況の写真を定
期的に「かて〜りネット11チャンネ
ル」でお知らせいたしますので、ご
覧ください。

役場 総務課 財務グループ

■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

法テラス延岡のご案内
　法テラスは国が設立した公的な法
人であり、法的トラブルの総合案内
所です。
　法テラスでは解決の糸口となる法
制度や、相談窓口のご紹介を無料で
行っています。
　収入･資産が一定額以下の方には、
弁護士・司法書士が無料で法律相談
を行います。
　法テラス延岡の事務所まで出向く
ことが困難な高齢者の方や障がいを
お持ちの方については、法テラス延
岡の弁護士が出張して相談を受けて
いただくことも可能です。
　また資力が一定額以下の方が弁護
士・司法書士に代理人を依頼したり、
書類作成などを依頼した場合、その
実費・着手金・報酬を法テラスが立
て替えて分割で返済する制度があり
ます。
　法的トラブルを抱えていらっしゃ
る方、どこに相談してよいか分から
ない方、法的トラブルかどうか分か
らない方も、まずはお電話ください。
■問い合わせ先
　法テラス延岡
　☎０５０３３８３−０５２０
　法テラスコールセンター
　☎０５７０−０７８３７４

林業退職金共済制度
（林退共）からのお知らせ!
　林業の仕事をしていたことがあり
ませんか。
　林退共制度に加入していたが、退
職金をまだ受け取っていない方を探
しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、
ご自身が林退共へ加入していたか分
からない方についてもお調べいたし
ます。
　また、罹災された共済契約者およ
び非共催者の皆様に対し、各種手続

（共済手帳の紛失、退職金の請求等）
の必要が生じた場合は、できうる限
りの範囲において速やかに対応した

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　　1,507人
　女　　1,534人
　計　　3,044人
世帯数　1,200戸
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※今月より平
成22年国勢
調査の数値
を反映させ
ました。



４
日　

仕
事
始
め
式

　
　
　

成
人
式
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

消
防
出
初
式
（
椎
葉
小
学
校
）

　
　
　

各
小
中
学
校
始
業
式

８
日　

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
（
〜
９
日
・
宮
崎
市
）

９
日　

成
人
の
日

10
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
混
・
日
脳
）

　
　
　

賀
詞
交
歓
会

13
日　

椎
葉
中
学
校
入
学
説
明
会

15
日　

家
庭
の
日

　
　
　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

20
日　

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　
　
　

松
尾
中
学
校
入
学
説
明
会

　
　
　

和
牛
登
録
（
那
須
橋
）

21
日　

粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

24
日　

予
防
接
種
（
日
脳
）

25
日　

２
月
期
子
牛
村
品
評
会

31
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

１
月
の
主
な
行
事
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BOOK  CORNER

おすすめの１冊 図書室だより

年中（５歳）

椎葉 来
らい

輝
き

 くん

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
に
は
な
ん
と
お

ば
け
が
１
年
分
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
怖

い
け
れ
ど
、
け
っ
こ
う
役
に
立
つ
楽

し
い
お
ば
け
が
登
場
し
ま
す
。

『
お
ば
け
い
ち
ね
ん
ぶ
ん
』

【
出
版
社
】
小
学
館

（
作
）
星
川
遥　
（
絵
）
長
野
ヒ
デ
子

年長（５歳）

椎葉 美
み

月
づき

 ちゃん

　

ど
ん
ぐ
り
山
で
山
火
事
発
生
! !
山

に
住
む
虫
や
動
物
た
ち
の
た
め
、
た

く
さ
ん
の
消
防
自
動
車
や
消
防
士
が

大
活
躍
し
ま
す
。

『
あ
り
が
と
う 

　
　

し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
』

【
出
版
社
】
ひ
か
り
の
く
に

（
文
）
内
田
麟
太
郎　
（
絵
）
西
村
繁
男

54

戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

松
岡 

眞ま

琴こ
と  

ち
ゃ
ん

（
下
松
尾
）
寿
尚
・
由
香 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉 

ヒ
サ
エ 

様
（
92
歳
）

大
河
内
（
合　

戦　

原
）

　

鈴
木 

延
子 

様
（
78
歳
）

上
椎
葉
（
上
椎
葉
上
２
）

　

那
須 

重
美 

様
（
78
歳
）

　
　

不
土
野
（
古
枝
尾
下
）

　

甲
斐 

キ
ミ
子 

様
（
野
老
ヶ
八
重
）

（
故 

甲
斐 

荒
岡 

様
）

　

那
須 

け
い
子 

様
（
椎　

原
）

（
故 

那
須 　

兵
衞 

様
）

　

那
須 

和
子 

様
（
古
枝
尾
下
）

（
故 

那
須 

重
美 

様
）

香
典
返
し

（
10
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

不土野へき地
保育所

　

写
真
を
撮
る
と
き
に
大
切
な
の
は

画
素
数
で
は
な
く
基
本
機
能
を
正
し

く
使
う
こ
と
。
露
出
や
ズ
ー
ム
の
使

い
方
、
背
景
や
構
図
の
工
夫
次
第
で

デ
ジ
カ
メ
写
真
が
驚
く
ほ
ど
変
わ
り

ま
す
。

　

サ
ン
タ
の
国
の
一
年
を
楽
し
く
描

い
た
絵
本
。
お
も
ち
ゃ
の
実
が
な
る

畑
に
水
を
ま
い
た
り
、
よ
い
こ
を
探

し
に
で
か
け
た
り
。
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ブ
に
む
け
て
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ

は
大
忙
し
。

『
標
準
デ
ジ
カ
メ
撮
影
講
座
』

【
出
版
社
】
翔
泳
社

（
著
）
久
門　

易

『あのね、サンタの国ではね・・・』
【出版社】偕成社

（文）嘉納　純子（絵）黒井　健



広
報
担
当
と
し
て
２
回
目
の
平
家
ま
つ
り
。
去

年
よ
り
良
い
写
真
が
撮
り
た
い
！
▼
い
ろ
い

ろ
考
え
て
、
下
見
を
す
る
こ
と
に
。
こ
の
場
所

で
は
こ
こ
で
、
あ
の
場
所
は
こ
こ
か
な
ぁ･･･

▼
い
ざ
、
ま
つ
り
開
催
! !
人
が･･･

旗
が
か
ぶ
っ

て
て
見
え
な
い･･･

▼
計
画
通
り
！
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
と
か
撮
り
終
え
ま
し
た

▼
今
年
は
３
日
間
で
２
千
５
百
枚
ほ
ど
撮
り
ま

し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
甲
斐
写
真
館
を
合
わ

せ
る
と
４
千
枚
位
に
な
り
そ
う
で
す
▼
写
真
の

チ
ェ
ッ
ク
に
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

今
回
の
平
家
ま
つ
り
か
ら
「
鶴
富
姫

化
粧
の
水
」
で
の
記
念
撮
影
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
木
々
に
囲
ま
れ
た
大
八
郎
と

鶴
富
姫
の
姿
は
と
て
も
神
秘
的
で
し
た
。

　

今
年
の
平
家
ま
つ
り
も
大
盛
況
。
と

く
に
最
終
日
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
人
が

多
く
て
、
撮
影
場
所
を
確
保
す
る
の
が

大
変
で
し
た
。

　

写
真
撮
影
を
し
て
い
る
と
ス
タ
ッ
フ

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
た
く
さ
ん
目
に

し
ま
す
。
ま
つ
り
担
当
課
の
皆
さ
ん
、

そ
の
他
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
会
場
か
ら
離
れ
た
場
所

で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
、
駐
車
場
係

の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

『
大
八
郎
と
鶴
富
姫
』

　

諸
塚
村
の
標
高
８
０
０
ｍ
付
近
に
位
置

す
る
天
空
の
森
・
池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
。

　

諸
塚
の
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
本
格

ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
、
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
な
ど
多
様
な
施
設
が
整
備
さ
れ
た

緑
地
公
園
で
す
。

　

そ
の
公
園
内
に
、新
た
な
お
休
み
処「
え

く
ぼ
亭
」
が
今
年
５
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。

　

地
元
の
か
あ
ち
ゃ
ん
手
づ
く
り
の
う
ど

ん
や
カ
レ
ー
な
ど
の
軽
食
、
団
子
や
ケ
ー

キ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
多
く
の
や
さ
し
い
味

が
楽
し
め
ま
す
。
か
あ
ち
ゃ
ん
の
温
か
な

味
や
お
も
て
な
し
、
建
物
の
木
の
豊
か
な

香
り
に
思
わ
ず
え
く
ぼ
が
で
き
て
し
ま

う
、
そ
ん
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期

に
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
心
ま
で
温
ま
る

天
空
の
森
の
お
休
み
処
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

■
営
業
日　

土
・
日
、
祝
日
の
み

■
営
業
時
間　

11
時
〜
16
時

　

※
食
事
メ
ニ
ュ
ー
は
14
時
30
分
ま
で

諸　

塚　

村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
に
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　一般社団法人 
　諸塚村観光協会
　☎０９８２−６５−０１７８

『
え
く
ぼ
亭
』

天
空
の
森
に
新
し
い
お
休
み
処
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

立
冬
や
骨
き
し
ま
せ
て
起
き
あ
が
る	

那
須　

正

［
評
］
中
七
の「
骨
き
し
ま
せ
て
」が
切
実
。作
者
の
年
齢
は
存
じ
あ
げ
な
い
け
れ
ど
、

そ
ろ
そ
ろ
足
腰
に
兆
し
が
現
れ
て
く
る
頃
と
思
う
。
い
わ
ん
や
、
寒
く
な
れ

ば
節
々
に
痛
み
が
で
て
く
る
。
熊
本
空
港
で
お
会
い
し
た
時
の
元
気
な
姿
が

目
に
残
っ
て
い
る
。
お
互
い
に
元
気
で
こ
の
一
冬
を
の
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

闇
を
つ
く
鹿
の
声
澄
み
尾
根
渡
す	

山
本　

和
枝

鹿
増
え
て
四
顧
の
山
々
鳴
き
て
過
ぐ	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
二
句
と
も
鹿
の
声
を
詠
ん
で
い
る
。
鹿
が
秋
の
季
語
に
定
着
し
た
の
は
、
牡

鹿
が
牝
鹿
を
呼
ぶ
時
に
発
す
る
声
が
哀
愁
を
お
び
て
い
た
の
で
、
俳
人
・
文

人
が
こ
れ
を
愛
で
た
こ
と
に
よ
る
。
掲
句
第
一
句
は
、
闇
の
中
で
鳴
い
た
声

を
と
ら
え
て
い
る
し
、
第
二
句
は
近
年
鹿
が
増
え
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

共
に
椎
葉
村
里
に
朝
夕
を
暮
ら
し
て
い
る
人
の
、
確
か
な
眼
で
作
句
さ
れ
て

い
る
。
私
は
、
奈
良
の
観
光
客
と
カ
メ
ラ
に
お
さ
ま
る
鹿
と
は
、
全
く
ち
が

う
と
云
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。

《
佳
作
》

障
子
貼
る
一
枡
空
け
る
猫
の
留
守

中
瀬　

汀

同
窓
の
古
希
の
集
ひ
や
冬
の
里

小
丸
川　

隆

錦
織
る
ひ
え
つ
き
の
里
冬
近
む

黒
木　

八
重
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
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　スズメ目カラス科に属します。国内では屋久島以北
に分布し、平地から山林に生息します。国外ではサハ
リン、中国からインドシナにかけて、またロシア南部か
らヨーロッパにかけて分布します。日本では北海道で
繁殖するミヤマカケス、屋久島のヤクシマカケス、その
他の地域のカケスの３亜種に分類されます。大きさは
ハトと同じくらいで、頭部の白黒のごま塩模様、翼の青
い斑紋、腰の白い模様が特徴的で、カラスの仲間です
がカラフルです。椎葉では「ケージ」と呼ばれ、道路
を車で走っているとよく見かけます。「ジェージェー」
としわがれた声で鳴きますが、時々ほかの鳥の声の鳴
きまねや物音をまねることがあります。雑食性ですが、
繁殖期の春には主として昆虫を食べます。一方、秋に
はドングリやクリなどの木の実をよく食べます。特に
ドングリを大量にナワバリ内に貯蔵する事が知られて
います。冬から春にかけての食物とするのでしょう。

（九州大学演習林　久保田　勝義・榎木　勉）

カケス
10椎葉の生き物

未来にはばたけ！

お姉兄ちゃんたちがケンカをしていると、「ま
ひの語」でジャッジするしっかり者のまーちゃ
んは、亮二パパが大好きです♡

岡お
か

村む
ら 

真ま

陽ひ

野の 

ち
ゃ
ん

松　

尾
（
下
松
尾
）

フェイス！
Face 
in December

お
と
う
さ
ん
：
亮
二 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
美
和 

さ
ん

平成21年７月30日生まれ

大
河
内
（
丸　

野
）

右み
ぎ

田た 

将ま
さ

志し 

さ
ん
（
24
歳
）

　今年の５月から平寿園で働き始めました。椎葉に帰っ
てきて、いろいろと頑張っていこうと思っています。
　道で見かけましたら声をかけてくださいね。よろしく
お願いします。

勤
務
先
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
平
寿
園

趣　

味
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

　「イクメン」とは、育児を積極的に行う男性のこと
です。今、育児にもっとかかわりたいという男性が増
えています。男性も育児ができる働き方を実現するた
めには、ワークライフバランス（仕事と生活の調和）
が必要です。
　国は、男性が育児休業を取りやすい環境づくりに、
社会全体で積極的に取り組む「イクメンプロジェクト」
を推進しています。詳しくは、厚生労働省のホームペー
ジでご確認ください。企業も国から「子育てサポート
企業」の認定を受け、承認などに認定マークを使用し
ています。

　イクメンがもっと多くな
れば、家族のあり方だけで
はなく、社会全体が大きく
変わっていくはずです。
　「育てる男が、家族を変
える。社会が動く」あなた
もイクメンを目指してみま
せんか。

■問い合わせ先　総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１　無料☎７６７−００２１

3 「イクメン」を知っていますか？

男女共同参画の い・ろ・は


